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発行
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（総務課広報係）

電話（代）6－3600

　

夜間6―3601

印刷松浦印刷所

1
1
月
の
人
口
の
動
き

出生男23女22計45

死亡〃15〃19〃34

転入〃87刈09〃1％

転出同1004・113j・y215

　

世帯9．336

人口45．349
男21．813
女23．536

お

も

な
ー亀－

と

が

ら

【1面】△富田大橋

など3橋完成へ打

波川回日工事始ま

る△池田助役、松

田収入役を三選△

市の人事

【2面】△第1回市

岫人大会△市安全

協議会発足△市営

造林□OhaA唯野

勝原間開通△シイ

タケの不時栽培

富
田
、
阪
谷
、
勝
原
の
三
橋
完
成

I
モ
チ
ま
き
で
に
ぎ
わ
う
I

　

県往・トVイ、j・、り

野線の九州屯口に二八

潤目にかかる剥、西

／、l簡頃、勝昭・十．小

池線の九知赳ロにか

かろ勝原橋の災害似

旧は35TIO川に総工

費1億7r823ij7r－円

で、石工いらい3年

ぶりで立派々永久隋

が完成．浜名も囃五

簡橋は阪谷橋、四五

簡橋は富ロ‾1人僑と改

名されました．

　

三人僑の落成式は

IIり29日、臨田大眼

ぷで北知事をはじめ関係者約300人が

参列して行なわれました。

　

北知事がテープを切ると続いて富田

阪谷、下庄。五簡地区の最高齢夫妻4

づのrりトヤ・≒餅まき々とか（々われ

約3フリ、、のノ、出でにぎわい、Λ収を祝

いました。祉に働のあらましはつぎのよ

うです。

　

し富田大橋

　

昭和35；i－：iO川、か工賞8r－5o；j4千円

で石工、延長256メートノ・、帆6．8メー

トば）鉄筋コンクリートヶうレバー桁（

けた）橋こして37年11川守成。

　

○阪谷橋

　

35年】O月、総工費5千448万円で笞ll

延長210メートル、幅6～4．5メートル

のPC桁橋として57年10月完成。

　

○勝原橋

　

35年8月総工費4千325万2千円で着工

延長122メートル、i｜＞a5．3メートルのP

C桁橋で、内47メートルはホニートラ

ス僑として37年10月完成。

　

（写真は完成した富田大橋と竣功式）

総工費31億円
打波川復旧工事はじまる

　

県では、ことしから9ヵ年計画、総

工費31位円で。打波川流域の全面的々

災肖即日をすることになり、その起に

式が日田2日打波中学校で、北知事を

はじめ尚広巾ンら聞引丿几15つ礼が出

吼てイ）ド士

　

臼叶に卜a、片Tの北．jjぷ地心、廓

2宗才分風り言yぐ貯∴：でくイ4けこ奥

由のド悩’ヽJ％yハゾjリートベ川土ヅ

川や、柚川Iい几以赳十こ兄れこむご）を怖

ぐためです。

　

計川による1ニ、2（）イ託千7COり几で打

波川と支流のjにμさ25～i3／－トペ

の大小6つの鯛こノIムを仕よと2に円

で、県道勝昭・小池線の｜；かG（ヽ鴫が

湯開の通路拡張、yム住殺による心琳

の付け阿え、32力叫の部分関日、6に4

干与円で庁lyになくごった鴫が湯～小

池間の道路、橋の閲日、6卜｝00，リ円で

48ヵ所の砂防え人堤などの即日工小か

おこなわれることに々つています。

　

これら復1日工yliの完成は39年度木の

予定で、打波地Xでは1，000ノ、、余りの

人J、lが工巾にあなり、辿トブ．ルトーぜ

の響きもけたたましく、姓設ブームで

人わらわで’払

　

（勺やは堆債したト砂の仙丹f乍勁、ト

ッ・ヽンは工事のy汗）れる流読を小寸）

打
波
川
流
域
図

12月4日から各地区で

市長を囲む懇談会

　

巾長を囲んでの市政懇談会が12月4

日から茜地区ごとに行われます。

新年唆の予算編成を的に、直接皆さん

のご慮兇、ご要望をお聞きして、住み

よい大野心の建設と明朗な白政の把丿進

をはかるためで寸っこの賎会にひこり

ても多く参り口して。目頃もえていられ

るいろいろ々ご意見をむ叩きかせくだ

さい。々お、川片については、特価舅

七ぶ心のら≒ヽ、i：’Hlj，4yしヽ、ター1．1一打

池田助役、松田収入役三選

第58回臨時市議会

　

任期満j’となる助役、収入役の選任

について議会の同意を求める第58㈲臨

時市議会は、11川21日から開かれ、目

口間にわたって慎弔フ討議が続けられ、

ly川日にそれぞれ選仁に同意されま

したっ

議案8引j‘助役の選任にていて

　

□j旧O日で汀洲汗に七々つだ池川概

貌氏（51）のj

議案S9じ・収入役選任について

　

川川26日で保則泌ドと々つたり川利

占’氏（62）のj．選に同窓されました。

。成令90ヽ3＼’j専決処分の報告につい

　

て

　

1、公町林整備小業費ヒして、に休漁

叢公融公味から250勺’円の起債をする

2、県力叱1越川境一帯と雁ヶ原を新ら

しく奥越鳥原県立公l詞の地域に指定し

たいとの諮問に対して専決処分したの

で議会の喰認をえました。

暖かい心を同情袋へ

　

年末助け合い運動

　

年の瀬も近づき、雌さは日ごとにき

びしくなって、身寄りもなく働くこと

もできないお印よりや于価のために、

皆さんの暖かい心をお寄せください。

　

市では毎年生活に恵まれない方のた

めに歳末の助け合い辿勁を行っており

ます。ことしも皆さんの暖かい心によ

ってこれら薄幸の人たちに楽しいお1

月を迎えてもらうよう、この運動をす

すめることになっています。

　

近いうちに同情袋を各家庭に配って

いただきますから、お金30円以にまた

は米3合以上を入れてご協力ください

　

咋年皆さんから寄せられたお金は29

亙4T上117円で、巾内の生活沁度、準保

護家庭や社会松浦L施設の方々に閉られ

ました。

人事異動（匹）
林務丿長松陰叱（同務課第二以，課係艮）

瞰工，ぶ長松田孝し（総愕諜財政係艮）

ぷ筒術宇ぷ長ふj生皺人（農場長）

農場長剛牧弥右術門（教番，9眉課長）

総弼鰍付1㈲ぷ’じー（商にし牡こ）

退職友川金弥（救反吐公教育ぶ長）

教俘友は公呻L務課長

　　　　　

山忖漬t、：郎（林務ぶニ）

・・峠公教育ムリ‰

　　　　　

野崎四郎（防具術宇ぷ睡）

巾民ご窓川係長以田武眼（農場庶務

　　　　　

係長）

税務課第Ⅱl誠次係長出紅外志雄（巾

　　　　　

民ぶ窓「I係長」

総肱眉廿政係長小林亮之介（総務課）

商工課開だ係長福島実（建設課）

建設課都巾計画係腱大谷忠一（建設

　　　　　

訟）

農場庶務係長畑中1111人（福剔トj拠所）

農場指導係輿千川巧（農場）

福祉事務所勤務

　　　　　

安川消治（富田出張所）

　　　　　

森本利勝（保険衛生課）

商工課勤務川端正毅（市民課）

税務課勤務斎藤たきの（農場）

　　　　　　

松原定子（市民課）

　　　　　　

中島甫（林務課）

　　　　　　

前田カズヱ（農場）

巾民課勤務神谷修子（税務課）

建設課勤務指岡勲（五簡出張所）

　　　　　　

長谷川絹子（総務課）

富田出張所勤務

　　　　　　

佐藤善人（福祉事務所）

j£簡出張所勤務小島紀ワj（建設課）

アホナコッチャ／

あほなこっちや．／

　　　

クリスマス近ずく

；‾肖一色になりました］

　　　　　　　

一七面鳥目，－

市民年賀会
申し込みは12月20日まで

　

巾民が一堂に会し、新年を祝い

親しみをふかめる恒例の市民年賀

会は、明年1月I口午前10時から市

役所大会議室で開かれます。参㈲

ご希望の方は、会費ICO円を添え

て12月20日までに巾総務課または

各出張所へお申し込みください。

嵐見鶏

当
市
の
昭
和
三
ト

六
年
度
の
火
災
発

生
件
数
は
二
十
五

件
、
損
害
総
額
は

一
億
五
五
ヒ
万
粍

千
八
〇
〇
円
。
こ
れ
に
比
べ
て
昭
和
。
。
一

1
七
年
十
一
月
末
現
在
で
二
十
一
件
の

発
生
件
数
で
、
五
一
七
万
五
千
九
五
〇

円
の
損
害
額
で
あ
る
。
楽
観
は
許
さ
れ

な
い
が
一
億
円
の
減
で
防
火
意
識
が
高

揚
さ
れ
た
証
拠
だ
と
思
う
。
▼
最
近
の

出
火
原
閥
を
見
る
と
以
前
よ
り
は
新
し

い
も
の
が
加
わ
っ
て
き
た
。
カ
マ
ド
、

煙
似
の
吸
が
ら
、
子
供
の
火
遊
び
の
順

序
は
変
ら
ず
電
気
器
μ
、
配
線
器
け
、

内
燃
機
関
、
石
油
コ
ン
ロ
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
、
重
油
バ
ー
ナ
ー
、
モ
ー
タ
ー
な
ど

が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
間
急
速

に
普
及
を
み
た
こ
れ
ら
の
家
庭
器
鋳
な

ど
は
ち
よ
っ
と
の
油
断
と
、
知
識
の
不

足
か
ら
思
わ
ぬ
事
故
を
起
す
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「

文
明
の
利
器
は
文
明
人
に
よ
っ
て
使
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
じ
。
‥
い
た
く

な
る
。
交
通
事
故
に
し
て
も
然
り
。
▼

次
に
万
一
出
火
し
た
ら
す
ぐ
に
消
防
署

に
通
報
す
る
こ
と
で
あ
る
。
火
の
手
が

屋
根
を
破
っ
て
も
な
お
通
報
が
な
い
と

す
る
と
、
誰
か
が
も
う
と
っ
く
に
消
防

署
に
通
報
し
た
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
初
期
防
火
は
必

要
で
あ
る
が
、
同
時
に
通
報
も
速
や
か

に
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
こ
と
し
は
三

十
二
年
ぶ
り
の
人
旱
ば
っ
と
い
う
が
水

の
な
い
季
節
で
も
あ
る
の
で
、
な
お
さ

ら
火
災
予
防
に
留
意
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
煙
突
の
す
す
払
い
や
カ
マ
ド
の
っ

く
ろ
い
は
申
す
に
及
ば
ず
、
a
家
な
ど

で
使
わ
れ
る
耕
う
ん
機
川
の
ガ
ソ
リ
ン

バ
f
ク
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
動
車
の
ガ

ソ
リ
ン
、
そ
の
他
の
燃
料
の
始
末
は
ど

う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
▼
空
に
行

き
交
う
雲
行
き
の
は
げ
し
さ
の
如
く
何

か
と
師
走
の
月
は
多
忙
で
あ
る
。
冬
を

迎
え
る
忙
し
さ
か
ら
、
身
近
か
な
、
し

か
も
大
切
な
こ
と
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ

る
懸
念
が
あ
る
。
も
う
一
度
身
辺
を
ふ

り
返
っ
て
整
理
し
て
お
・
こ
う
。
新
し
き

よ
き
年
を
迎
え
る
た
め
に
も
。
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婦人の地位と家庭の向上を

第1回大野市婦人大会開かれる

　

第1川人野巾婦人大会は10月27日午

前9時から市役叫大会議室で約250人、

の如人と関係者が参加して盛大に問か

れました、この大会は、うつり変る桂

会においてよ同の．眼たす役割がどん、な

に重要であるかを自覚し、みんなで七

え研究しあって同人の地位を鳥め、よ

い家庭を築いていこうと問かれたもの

です．

　

午心巾は聡悟ド・に生（人阪社会事業

短人）のへ’スコミとト阿の態度祉く

らしの中の文廿について言丿汪聞き

昼休みは各地区のかくし芸や才ニご楽し

みましたっ

　

午後は∠ムフスコレと趾証年．片付△家

庭におけるいjの々剖ご京竃経済と卜

婦のあり方△婦人と政治、の4つの分科

会にわかれそれぞれのテーマで助丿者

をまじえ熱心に話し合いが行われ、み

んながしつかりと丁をつないで話し合

い研究し合う場をつくり、私たちの意

見をdミしく盛り上げて進みましよう。と

？てつてこの川りを終えました。

　

（づ穴はI吸つたいjたち）

ポスターなど配布

大野市安全協議会が発足

　

人野、卜分袖ぶ、沃公駿、！／で総会は口川15

日午後2時から巾御叶大会べ室で門か

れましたっ巾長、市会議ニ1、人野警簾

著長、闘リぐ玉jj叫長、区友公友、好

ノぐ

して、安令協議会脱約、小条引画およ

び収支予算について赤議したあに、仕

員にはつぎの諸氏が選ばれました。

　

会長4QTj台ら術（市長）

剛公長野尻源（巾議公議ごj

　

／z仁乃田確八郎（l㈲に公記丿公

　　　　

引）

川ポ小け百助りバヅどLミ）

　　　　

ほか12名。

片小仁京良汐（ジ七にこい

　　　　

ほか2名。

　

また小1，山山iは、柚年度の残り問間

が山いので、つぎの3点について実包

するよう申し合わせました。

1市内の入通りに隔断泌を閔j”Jするっ

21各事惣叫などに喰全ホス々－を配る

；ドな牡確保に関する研究公を行う、

「奥越高原へどうぞ」

　

先月号で゛ナイターもOK，。といわれ

る六川師スキー場の完成をご紹介しま

したが、そのほか、二角由頂上に奥越

高原を一望におさめる展望台や、「奥

越高原県立公園」と、あざやかに書か

れた標識塔などができました。

　

I1月19口に知事。巾長をはじめ各関

係者の方々（約50名）があっまって脛望

台の落成、標識塔の除幕、スキー場の

初点燎などを祝って式典を行ないまし

た。

　

四Fおりおり、移り1）く自然の美し

さを一望におさめる展叩台は、・りカ

ー達やまた一家トjlら人のこよなきいこ

いの場となり、23個の水銀灯に照らし

出された雪原は、あやしいまでにロマ

ンチックなムードをただよわせ、若者

たちのシュブーzレをえがかせることで

しょう。

　　

（’リ真は標識塔と夜間照明）

人権を守る運動

　

ことしも】21」4「1から10日までのコ週

間、人仰迎問づとして、わたたちの人

棉を守る巡動力冷川的にくりひろげら

れます。ことしはこの辿勣がはじまっ

てから、ちようど14レトにj＝けこります

　

この14Tの問に切口り7の思赳は非

常ないきむいでゆきわたってきました

が、わたしたちは鮑康で文化：的で、ヽに

陥な啄咆十酒を築くたニめにも、お／ぺ、

にノ、怜をり弔ミし、また嫁駿し々ければ

々りませ八。

　

人柿が仁されたりど、わ4にこら今すぐ

’．（’I’i＾Jこよ汐祉または三くの入棉゛擁護友

八にご川よトげごこ：い。

　　　　　　　

陽丿地び法務ly）

市営造林110ヘクタール

40年後に4億の財産

　

七丿のIU州！ドヅをつくるため．I丿と

尾以上毎年市付紐の述防をはじめ部落

L町付（ニの分収辻札をむこ々つていま

す。ことしも、囃目の心有札4へりク

ールと巾侠。上荒井の防銕仁休5ベク

ター・レの分収辺材を日々うことにこり

杉35．0C04ヽ：の柚林が終りました。

　

これまでに巾力屡札した面h’は川0．

3ヘクタール、その内54．3へ’ノタール

が巾有林。56へタタールは分収辻札と

なっております、これらのhlト本地は40

年後には4かげ町円余りの巾f」別府を

生もヽことを績順しています，

植林には補助金

受付は12月20日まで

　

ことしは。’印lに心まれたことなどか

ら、巾’内の哨陣は噸馴に迎んでおり、

その面仙は個ノ、、川休をあわせて約180

ベクター・レと抑ブ七されています。これ

ら植林の中で107－≒

llの柚林地につtヽでは、県と市で袖助

金を出し、この小農を奨励しています

　

補助金交付巾ふ1丿：の受付期間は12川

20日までと々つでいますので、ことし

すでに碩林を終えられた方は、すぐに

巾陣伐ぼ。へ哺助介の交付巾循ヤを出し

て、険たを受けられるようお願いしま

す。

各家庭に簡易消火器を

　

毎年冬になると火事の発生率が高ま

ります。消防署ではとつさの場合、プ

ロパン、石油、油脂、アルコール。電

気火災などに効力のある家庭用扮末消

火剤「ホーム」をお世話しています。

購入ご希望の方は12月20日までに消防

署へ申し込んでください。価附は300

グラム入、川器共に320円です。この

消火剤は乾燥した萌に保竹すれば5年

位は有効です。

みんなで育てよう

六間のアカシヤ

　

！1月12日六問通りのク’リーンベ・レ1ヽ

に市商工Jはの手でトゲナシアカンヤ

のぶ木40も：が植えられました。

　

六間のアカシヤ敏心は心土尼当時多

くの費川を投じて哨fヽjべ埓こものですが

その後、心ない人のために打られたり

傷つけられ、毎年ぷくが砧ね、乃しい

岨心が歯抜けとなったので、こ八ど岫

納したものです。

　

碩えたアカシヤがだオ1にも働つけら

れること々く育ち、やがてむい茂る胞

七が私たちの、Lヽをなぐさめ、いこいの

場となるようみ八々で育てたニいもので

すっ（町引はアカしヤのIll”＼ヽミを納哨す

　

る巾商工課□）

唯野一勝原間開通

12月15日から

　

長らく不通となっていた越美北線の

川野～勝原問はいよいよ12川5川から

開通の予定です。

　

作年の第2足TJ介以て几頭心第1鉄

叫の／ij；’62＾－トルが限脚もろと乙

兄し。その復旧がこがれていましたか

このほど工賞2Γ・380叩jで、瀧ム％を

耳骨トラスとして、万令即日ぶれたも

のです。

　

（町口は釧目ごった簡！jヘ鴎）

固定資産の評価

換えについて

　

こ八ど自治宵の指小にJ，りづきi．’＞t定資

産（田、伽、宅地、由林、≒S訥Dの評

価を昭和39年迄に令般的に換えること

に、゛y）ました。仲柚換えをする理由は

Iム昂皆F侑している輿t狸ii桁の倍数

　

方式では、田々川彫している上地の

　

川況と片しい差勁が認められ、評仙i

　

癩が適函でない。

2同一の資吋を国、県、巾Sが”

　

賢つだ評価をして課税の胚礎として

　

いるっ

：に引佞）評削荊は汰に小されている適

　

nミ々時む日ニしてはμだしい差がある

　

というものです。

このため関係地区に調だけが出向いた

析はトいこご協ノJくださいっ

gゴlIZムM

匿でをyjiaE

　

シイタケの雪要は田々多く々る侭i向

で、栽培技術もー一段と向」几で、自社

の発生期以外に必要な時間に出荷でき

る不時栽璃が惑んにおこ々われていま

す。昨年巾内では匹人Jj、中限で共同

栽培がおこなわれ、生で400ゲラム100

円という高値で売り出され、多くの収

人を弓ております。

　

巾ではこれを特産として年中広く巾

楊に出荷できるよう、とくに交辿の便

利な市街地川辺を中心に不時截培を奨

励しておりますっそこでy潮間に出荷

できる仇り戎裁岫の力．法について節男．；こ

記絨します．

　

1．まず温室が必要です。

　

温室は。腿1りこりの’シ心い南か！軸友

に面した暖かい場所で、水の便、排水

のよいところを選んでください。構造

は室内温度が常に13～18唆であるよう

工人するこ、とが大しりです。人きさは最

人16卜方／－トル程唆で、鳥さは2．x

－トげ

およい、太陽熱を有効に利川できるよ

うに、南側の屋根は30度侵：の傾斜で、

不辺閲なビニールかポリエチレンJijり

としてください。温室には高い費川を

かけず、使川するホダ木に応じて、ひ

ね数を増すことが望ましい。ホゲ木は

並べ方によって異なりますが、3．5平

方メートル当たり50～100心収容でき

ます。

　

2．ホダ木を準備する

　

g：）槌煙させる

　

印コ尚・’りち4

ト。隔週した・言いい木を約1かJj問雨

に肖たら々いようy限のドに収り込み

・一づダ）tよIをし開につけ、F緋ふみか、

片ヶ丿に扇八で杉心かトタンで雨むお

いをして乾燥しまー斗

　

＠乍に浸す

　

帽こ以す期闘はホy七の完熟川度、

なさ。弘温々とてブなるが、3～5川間

で吸水：、tは一定となります。水は冷た

い方がよく、駿度がやや強いと竃・l：が

良町です。ホダ才を浸す場a、企部水

面に沈むよう注意してください。

　

（5）q：Lリり

　

＠が終ったホゲ木は、温室の一隅に

棒砧みに寄せ、周囲をぬれむしろで包

み13～17度の温度に傑つと、3～5日間

で発芽します。（温度には多少の変化

があった万がよい）最近伴：切りの代り

に、水からllげたホしi、を野外に4～5

日おいて温宅に取り込び伺限法もむこ

≒われています。

　

3．その後の手だて

　

a）十ダよをひろげる

　

一斉に出そろった・M・が、小指の頭ぐ

らいの人きさになったとき、ホ・ン休を

温心にムげます。大きく々り辺ぎると

カサの制りに柚が人きくなり品質が低

ドします。

　

＠温唆と湿度

　

温室内の温度は口中は18度前後、改

間は5叫jぐらいまでに調節します、し

いだけの成友には、多Fll：の水分か必要

で、温宇内の湿度は85～90％、ホク冰

の水分が40ヽ25らを保つよう注意して

ください。温唆が高すぎると品質が落

ちます。

（り百はしイタヶ技球の講習）
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